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巻頭言 

皆様、こんにちは。そして、いつもありがとうございます。 

日本 ALS 協会北海道支部支部長の山田洋平でございます。 

連日、暑い日が続いておりますが、皆様はいかがお過ごし 

でしょうか？皆様のおかげで、北海道支部の総会が、無事に 

取り行われましたことをご報告いたします。総会後には、日 

本 ALS 協会の副会長である里中利恵様に基調講演で、在宅 

生活と重度訪問介護制度のお話をしていただきました。 

私を含めた ALS 当事者の在宅生活や、ALS でも生き抜く術は、全て ALS の先輩から学ん

だといっても過言ではないでしょう。 

そんな、偉大なる ALS の先輩で、日本 ALS 協会の元会長である岡部宏生様が 7 月 17 日に

ご逝去されました。私と岡部さんの出会いは、7 年 2 ヶ月前の岡部さんが、北海道支部総

会に来ていただいた日に遡ります。当時の岡部さんといえば、国会の場で臆することなく

答弁をしたり、自分のヘルパーさん達と日本各地を飛び回っていたり、私にとって目標に

していた偉大な先輩でした。その時、岡部さんから私に「あなたが英語の堪能な山田洋平

さんですか？噂は聞いていますよ。あなたは、英語で口文字をやっているそうですね。今

度、そのやり方を教えてください。そして、将来、日本 ALS 協会を山田さんの語学力で助

けてください」と伝えられたことを、昨日のことのように思い出します。 

こんな、偉大な先輩のおかげで、私も好きなときに外出できる体制ができました。岡部

さんの訃報を聞いてから、わずか数時間後には、5 日後のお通夜に参列をするための航空

券とホテルの手配は済んでいました。今、このように平然とこの文章を書いております

が、 岡部さんのお通夜に参列をしてホテルに戻り、ベッドに戻ってから、命を落としても

不思議ではない大事件が起きました。 

話が長くなりそうですので、このお話は、次の絆に書きます。 

皆様、暑い日は続きます。どうぞ環境に合わせた服装と、塩分摂取を含めましたこまめ

な水分補給で、夏を乗り切りましょう！ 

日本 ALS 協会北海道支部支部長 山田洋平 


